
    

平成 28 年７月７日 

各 位 

会 社 名 サンリン株式会社 

代表者名 代表取締役社長   柳澤 勝久 

（コード：7486、東証 JASDAQ-S） 

問合せ先 取締役 総務部長  中村  章 

（TEL．0263-97-3030） 

 

 

当社グループ内組織再編に関するお知らせ 

 

当社は、平成 28 年７月７日開催の取締役会において、下記のとおり当社グループの組織再編を実施

することについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

《本再編の目的と概要》 

  当社の主要事業であるエネルギー業界においては、元売り等の再編が急速に加速しております。 

 当社グループでは現在、親会社である当社が、東燃ゼネラルグループの「ゼネラル」及び「エッソ」

ブランドの給油所を運営し、子会社であるサンリン松本エネルギー㈱及び富山サンリン㈱が、ＪＸ

エネルギーの「エネオス」ブランドの給油所を運営しております。 

  今般、これら元売り２社が、平成 29 年４月を目途に経営統合されることが発表されました。 

  当社グループとして、従来異なるブランドであることから、それぞれの会社において仕入及び販

売業務を行って参りましたが、元売り両社が統合することにより、当社グループも事務の合理化を

図ることができることとなり、コストの低減及び管理業務の簡素化のため、以下のとおりグループ

内の組織再編を実施することといたしました。 

 

  Ⅰ．サンリン松本エネルギー㈱の当社への全部事業譲渡及び解散 

  Ⅱ．富山サンリン㈱の当社への吸収合併 

 

 

Ⅰ．サンリン松本エネルギー㈱の当社への全部事業譲渡及び解散 

 

１．事業譲渡及び解散の理由 

   上記のとおり、元売りの統合を受けてのコストの低減及び管理業務の簡素化のため、サンリン

松本エネルギー㈱の全事業を親会社である当社に譲渡日現在の価額に基づき譲渡のうえ、解散及

び清算することとしたものであります。 

 

２．解散する子会社の概要 

（１） 名 称 サンリン松本エネルギー株式会社 

（２） 所 在 地 長野県東筑摩郡山形村字下本郷４０８２番地３ 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 塩原 規男 

（４） 事 業 内 容 燃料卸小売業 

（５） 資 本 金 ２７００万円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和 24 年４月 15 日 

（７） 大株主及び持株比率 

サンリン株式会社 99.4％ 

（サンリン松本エネルギー㈱が保有している自己株式は除外して

います。） 



（８） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 当社の連結子会社であります。 

人 的 関 係 役員及び従業員の派遣（出向） 

取 引 関 係 エネルギー関連商品の仕入及び販売 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 

当社の連結子会社であるため、関連当事者へ該

当いたします。 

（９） 最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 平成 26 年３月期 平成 27 年３月期 平成 28 年３月期 

 純 資 産 164 百万円 206 百万円 112 百万円 

 総 資 産 766 百万円 686 百万円 575 百万円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 915 円 50 銭 1,149 円 79 銭 623 円 28 銭 

 売 上 高 3,470 百万円 2,921 百万円 2,072 百万円 

 営 業 利 益 33 百万円 63 百万円 38 百万円 

 経 常 利 益 46 百万円 78 百万円 52 百万円 

 当 期 純 利 益 29 百万円 47 百万円 △89 百万円 

 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益 165 円 87 銭 264 円 29 銭 △496 円 51 銭 

 １ 株 当 た り 配 当 金 －円 30 円 －円 

 

３．解散の日程 

平成 28 年 ７月 ７日 取締役会決議 

平成 28 年 ７月 29 日 事業譲渡契約書の締結（予定） 

平成 28 年 ９月 20 日 子会社臨時株主総会にて解散（９月 30 日付）決議（予定） 

平成 28 年 ９月 30 日 事業譲渡の効力発生日（予定） 

平成 29 年 １月 31 日 子会社清算結了（予定） 

  （注）本事業譲渡は、当社においては会社法第４６８条第２項に定める簡易事業譲受、サンリン

松本エネルギー㈱においては会社法第４６８条第１項に定める略式事業譲渡に該当するた

め、いずれも譲渡契約に関する株主総会の承認を得ることなく行うものであります。 

 

４．解散による今後の見通し 

   本件事業譲受及び当社子会社の清算が連結業績に与える影響は軽微であると考えております。 

 

Ⅱ．富山サンリン㈱の当社への吸収合併 

 

１．合併の目的 

   上記のとおり、元売りの統合を受けてのコストの低減及び管理業務の簡素化のため、当社を存

続会社として、富山サンリン㈱を吸収合併することとしたものであります。 

 

２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

平成 28 年 ７月 ７日 取締役会決議 

平成 28 年 ７月 29 日 合併契約書の締結（予定） 

平成 28 年 10 月 １日 合併期日（効力発生日）（予定） 

  （注）本件合併は、当社においては会社法７９６条第２項に定める簡易合併、富山サンリン㈱に

おいては会社法７８４条第１項に定める略式合併に該当するため、いずれも合併契約に関

する株主総会の承認を得ることなく行うものであります。 

 

（２）合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、富山サンリン㈱は解散します。 

 

（３）合併に係る割当ての内容 

    富山サンリン㈱は当社の完全子会社であるため、本合併による株式その他の金銭等の割当て

はありません。 



 

（４）合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

    該当事項はありません。 

 

３．合併当事会社の概要 

  吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１） 名 称 サンリン株式会社 富山サンリン株式会社 

（２） 所 在 地 
長野県東筑摩郡山形村 

字下本郷 4082-3 

富山県富山市婦中町 

萩島 3251-1 

（３） 
代 表 者 の 

役 職 ・ 氏 名 
代表取締役社長 柳澤 勝久 代表取締役社長 金井 正      

（４） 事 業 内 容 燃料卸小売業 燃料卸小売業 

（５） 資 本 金 1,512 百万円 100 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和 9 年 12 月 19 日 昭和 55 年 11 月 1 日 

（７） 発 行 済 株 式 数 12,300,000 株 400,000 株 

（８） 決 算 期 3 月 31 日 3 月 31 日 

（９） 従 業 員 数 （単体）365 名 （単体）20 名 

（10） 主 要 取 引 先 全農長野県本部 富山県生活協同組合 

（11） 主 要 取 引 銀 行 八十二銀行 富山第一銀行 

（12） 
大 株 主 及 び 

持 株 比 率 

㈱ミツウロコグルー

プホールディングス 
13.63% サンリン㈱ 100% 

リンナイ㈱ 5.79% 

  
等々力 正敏 5.00% 

㈱八十二銀行 4.67% 

曽根原 充夫 4.31% 

（13） 当事会社間の関係  

 資 本 関 係 当社の連結子会社であります。 

 人 的 関 係 役員の派遣 

 取 引 関 係 エネルギー関連商品の販売 

 関 連 当 事 者 へ の 

該 当 状 況 
当社の連結子会社であるため、関連当事者へ該当いたします。 

（14） 最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期  

サンリン㈱（連結） 富山サンリン㈱ 

26 年 

3 月期 

27 年 

3 月期 

28 年 

3 月期 

26 年 

3 月期 

27 年 

3 月期 

28 年 

3 月期 

 純 資 産 14,906 15,228 15,408 181 171 174 

 総 資 産 23,888 23,389 23,024 327 289 317 

 １ 株 当 た り 純 資 産 ( 円 ) 1,211.21 1,237.39 1,252.09 452.94 429.28 435.02 

 売 上 高 36,492 32,090 26,416 794 676 549 

 営 業 利 益 1,014 952 1,090 1 △7 0 

 経 常 利 益 1,185 1,083 1,298 7 △4 4 

 
親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 
616 539 567 6 △4 3 

 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 ( 円 ) 
50.25 43.90 46.23 16.63 △11.17 8.24 

 
１  株  当  た  り  

配 当 金 ( 円 ) 
19 18 19 12.5 2.5 － 

（単位：百万円。特記しているものを除く。） 

 

 

 



４．合併後の状況 

   本合併による当社の商号、事業内容、本店所在地、代表者、資本金および決算期等の変更は 

ございません。 

 

５．合併による業績への影響の見通し 

本合併は当社完全子会社を当社に吸収合併するものであり、本件が連結業績に与える影響は軽

微であると考えております。 

 

以 上 


